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は
交
通
が
円
滑
で
あ
る
こ
と
が
第
一
義
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
交
通
量
を
円
滑
に
流

す
た
め
に
は
先
ず
道
路
の
等
級
に
応
じ
た

ら
、

車
輯
限
界
を
定
め
砂
刺
道
に
あ
っ
て
は
特

S

に
排
水
に
留
意
し
降
雨
に
依
る
飽
和
を
さ

ω
ま
え
が
き

路
を
使
用
す
る
我
々
は
も
と
よ
り
自
動
車
一
け
路
盤
支
持
力
の
保
持
に
つ
と
め
損
儲
箇

最
近
に
至
っ
て
よ
う
や
く
道
路
交
通
の
重
一
を
運
転
す
る
人
の
公
徳
心
の
欠
除
や
諸
事
一所
の
補
修
は
こ
ま
め
に
実
施
す
れ
ば
経
費

要
性
が

一
般
か
ら
認
識
さ
れ
政
府
に
於
て
一
運
行
上
必
要
な
設
備
も
ま
た
整
備
す
る
必
一
の
節
減
に
大
き
た
プ
ラ
ス
・と
も
な
る
」
敷

も
所
得
倍
増
計
画
の
命
脈
と
し
て
道
路
一
要
が
あ
る
巾
員
の
決
定
に
当
つ
て
は
道
路
一砂
利
は
砕
石
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
が
限

関
係
の
設
備
投
資
に
大
巾
な
予
算
処
置
が

一構
造
令
等
で
交
通
量
に
応
じ
た
合
理
的
な

一ら
れ
た
予
算
で
は
河
砂
利
も
止
む
を
得
な

な
さ
れ
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
と一
規
定
が
な
さ
れ
て
い
る
が
最
近
の
如
く
急

一
い
と
し
て
も
浜
砂
利
の
使
用
は
適
切
で
な

と
で
あ
り
ま
す
c

鉄
道
輸
送
に
比
べ
直
接
一
ピ
ッ
チ
で
伸
び
る
寧
輔
の
増
加
は
巾
員
に

一
ぃ
。
砂
利
の
粒
度
は
損
傷
の
度
合
に
依
つ

生
産
者
か
ら
消
費
者
へ
直
結
す
る
道
路
輸
一応
じ
た
交
通
量
に
規
制
す
る
必
要
も
ま
た

一
て
選
別
し
場
合
に
依
つ
て
は
節
分
け
す
る

送
が
如
何
に
地
方
経
済
の
発
展
に
重
要
な

一生
じ
て
来
る
。
そ
れ
等
の
方
法
と
し
て
次
一
こ
と
の
配
慮
も
ま
た
必
要
で
は
な
か
ろ
う

役
動
を
な
し
て
い
る
か
町
民
各
位
の
諜
く
一
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

一
か。

感
じ
て
居
ら
れ
る
通
り
で
あ
り
ま
‘
AL
L

－ω
バ
イ
バ
久
を
設
け
之
に
沿
っ
た
住
一
最
近
県
道
で
実
施
さ
れ
て
い
る
砕
石
に
赤

か
し
道
路
輸
送
の
現
況
が
今
以
っ
て
益
々

一

宅

や

商

店
街
の
建
築
を
禁
止
す
c

一
土
を
混
入
し
た
工
法
は
関
東
や
東
北
地
方

地
域
的
格
差
を
増
大
さ
せ
経
演
発
展
心
臨
一
例
一
方
変
通
の
指
定
右
折
、
駐
車
、

一
の
よ
う
に
乾
燥
地
帯
は
別
と
し
て
北
陸
地

路
と
な
り
此
の
ま
与
で
推
移
せ
ん
か
自
由

一

通

り
抜
け
踏
切
通
行
等
の
禁
止
。

一方
の
如
き
全
国
酌
に
稀
に
見
る
降
雨
記

縦
済
国
家
群
の

一
員
と
し
て
国
際
牧
吏
の
一
則
車
輔
の
使
用
区
分
に
依
る
道
路
使
一録
を
有
す
る
処
で
は
時
挙
的
な
考
臆
が
な

均
衝
を
得
ん
と
す
る
之
等
の
し
わ
よ
巷
が
一

用
限
界
を
規
定
す
る
。

一さ
れ
な
い
限
り
徒
ら
に
泥
滞
を
飛
散
さ
ぜ

中
小
企
業
ぞ
農
山
漁
村
に
及
び
遂
に
は
動

一

削

自
動
車
に
対
し
て
制
限
速
度
、
使

一
る
の
み
で

一
考
を
喪
す
る
も
の
と
考
え
ら

労
者
の
低
賃
金
と
な
っ
て
表
わ
れ
る
こ
と
一
用
限
界
駐
車
待
避
の
位
置
与
を
明
確

一れ
る
。
舗
装
道
路
の
場
合
は
砂
利
道
に
比

を
愁
レ
之
等
の
当
面
す
る
問
題
の
解
決
算
一

に
標
識
す
る
。．

一較
し
て
変
通
に
支
障
を
お
よ
ぼ
す
度
合
が

と
し
て
当
然
に
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
道
路
一
朗
前
途
の
修
繕
工
事
や
そ
の
他
の
支
一・
大
き
い
た
め
道
床
の
転
圧
に
重
点
を
置
き

投
資
の
問
題
に
つ
レ
て
も
真
に
経
演
発
展
一
障
を
迂
担
分
岐
点
の
手
前
で
運
転
者
一
舗
装
の
強
度
を
高
め
修
繕
の
周
期
を
仲
ば

に
寄
与
さ
せ
る
大
め
に
は
上
は
国
の
施
策
一
に
完
全
な
予
知
徹
底
を
計

る

。

一

す

こ
と
も
肝
要
で
あ
る
。
施
工
に
当
ウ
て

か
ら
下
は
農
山
漁
村
の
す
み
ず
み
に
至
る

一朗
道
路
管
理
上
の
問
題

一は
作
業
を
計
画
的
に
行
な
い
迂
回
路
を
前

ま
で
各
種
交
通
接
関
を
綜
合
的
に
計
画
発
一道
路
の
構
造
が
如
何
に
立
派
で
あ
っ
て
も
で
も
っ
て
補
強
す
る
こ
と
を
お
こ
た
つ
て
は

展
さ
せ
る
こ
と
が
緊
妻
で
あ
る
と
思
う
、一

日
常
の
管
理
が
行
き
届
か
な
か
っ
た
り
公

一
な
ら
な
い
市
街
地
の
新
設
舗
装
に
当
っ
て

私
は
道
路
に
つ
い
て
は
全
く
の
素
人
で
あ
一
共
と
云
う
こ
と
を
忘
れ
道
路
敷
に
材
木
を

一は
少
な
く
と
も
十
年
先
の
推
移
を
想
定
し

り
ま
す
が
多
年
に
亘
る
．釘
験
者
や
そ
の
道

一
は
み
出
さ
せ
た
り
空
の
木
箱
や
酒
、
醤
油
一
て
地
下
埋
設
物
を
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

の
権
威
者
に
言
を
か
り
て
将
来
朝
日
町
の
一

の
空
樽
ま
で
店
先
に
と
こ
ろ
せ
ま
し
と
ば

一な
い
。
ま
た
当
町
の
よ
う
な
雪
国
に
あ
っ

道
路
変
通
に
問
題
と
な
る
で
あ
ら
う
こ
と
一
か
り
に
高
く
積
み
重
ね
て
あ
っ
た
ん
で
は
一
て
は
強
力
な
除
雪
機
能
の
保
持
に

つ
と
め

を
述
べ
る
こ
と
も
あ
な
が
ち
無
益
で
は
な
一
道
路
と
し
て
の
使
命
が
果
せ
な
い
ば
か
り
一交
通
の
停
滞
に
依
り
経
済
活
動
に
支
障
の

か
ろ
う
と
思
い
ま
え

一
で
な
く
之
が
直
接
間
接
の
原
因
と
な
っ
て
一
な
い
よ
う
町
当
局
の
着
意
が
望
ま
れ
る
。

側

道

路
債

備

と

交

通

規

制

一

尊

い
人
命
ま
で
失
う
と
云
う
大
き
な
交
通
一

ω
道
路
網
の
合
型
性
と
計
国
上
の
問
題

交
通
は
経
験
行
為
の
重
要
な
ウ
エ
ト
ー
を
一
事
故
の
誘
発
と
も
な
る
。
之
等
の
内
公
徳
一
道
路
交
通
が
経
済
発
展
の
相
手
と
し
て
そ

占
め
て
い
る
点
か
ら
考
え
て
農
民
と
中
小
一
心
の
欠
如
か
ら
来
る
問
題
は
婦
人
会
や
変
一
の
使
命
を
先
生
な
ら
し
め
る
た
め
そ
れ
ぞ

企
業
そ
し
て
漁
民
と
の
具
体
的
な
経
済
活

一通
安
全
協
会
等
に
お
願
い
し
て
道
路
を
広
一
れ
の
道
路
弘
舵
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
道

働
を
出
来
る
だ
け
直
結
さ
せ
地
域
格
差
の
一
く
使
う
運
動
や
交
通
の
流
れ
を
容
易
に
す
一
路
網
の
合
E
也
が
な
く
て
は
な
ら
な
い。

解
消
に
つ
と
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
、
道
一
る
運
動
を
強
力
に
展
開
し
て
戴
く
こ
と
に
一
例
え
ば
因
追
八
号
棋
の
よ
う
な
通
運
高
速

路
変
通
を
円
滑
な
ら
し
め
る
た
め
に
は
唯
一
し
て
此
処
で
は
管
理
上
の
問
題
点
に
つ
い
一
道
路
は
極
力
市
街
地
か
ら
引
き
離
し
或
は

単
に
道
路
の
構
造
だ
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
道
一
て
二
、
一
ニ
ふ
れ
て
見
た
い
。
道
路
の
保
全
一バ
イ
パ
ス
等
を
設
け
て
混
乱
す
る
交
通
量

今
後
に
於
け
る

道

路

交

通

の

問

題

点

朝
日
町
旗
会
建
設
委
員

酒

井

折

谷
隆

夫

君
（
滑
降

一
般）

が

一

位

第
七
回
朝
日
町
民
ユ
キ

i
大
会

期

日

一一
月
十
八
日
（
日
）

会

場

三

峯

ス
キ
i
場

入
賞
者
滑
降
ム
小
学
男
子
①
米
丘
敏
朗
（
南
保

〉
＠
竹
内
正
和
（
笹
川
）
⑦
長
崎
盛
三

（
南
保
）
①
木
村
律
治
（
南
保
」
①
竹

内
幹
夫
（
笹
川
」
①
長
井
光
夫
（
笹
川

〉
ム
小
学
女
子
も
島
崎
静
子
ハ
南
保
）

①
吉
田
文
子
（
南
保
U

①
中
島
好
子

ハ

南
保
）
ム
中
学
男
子
加
岩
井
文
雄
（
小

川
）
伶
松
下
金
吾
ハ
泊
）
①
山
本
克
己

戸小
川
）
①
殿
村
吉
弘
ハ
小
川
）
①
青

木
進
（
小
川
）
①
殿
村
達
雄
ム
一
般
男

子

ω折
谷
隆
夫
ハ
笹
川
）
①
更
凹
緊
雄

（
南
保
〉
①
岩
井
勇
（
南
保
〉
④
下
沢

正
人
ハ
泊
）
＠
回
村
忠
ハ
南
保
）
①
長

噌

t

・『，annv

を
容
易
に
処
理
出
来
る
よ
う
な
配
慮
が
大
一
崎
邦
夫
ハ
南
保
）

切
で
あ
る
。
今
後
の
計
画
に
当
っ
て
は
特
一

穴
回
転
ム
小
学
男
子
の
大
蔵
政
明
（
・
山
崎

位
交
通
の
流
れ
に
応
じ
た
道
路
網
の
確
立
一

〉
①
米
丘
敏
明
（
南
保
）
①
稲
塩
吉
夫

に
す
ぐ
れ
た
経
験
と
新
技
術
の
練
磨
に
意
一
（
大
家
圧
〉
①
山
間
国
良
（
笹
川
〉
①

を
用
い
ら
れ
道
路
と
之
を
使
用
す
る
利
用
一
長
津
隆
（
山
崎
）
①
青
木
信
夫
（
大
家

度
の
均
衡
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
む
だ
の
な
一
圧
）
ム
中
学
男
子
①
山
本
克
己
（
小
川

い
投
資
を
な
さ
れ
る
主
う
町
当
局
の
敏
腕
一
〉
伺
松
下
金
吾
（
泊
〉
＠
殿
村
士
ロ
弘
〈

に

期

待

す

る

。

一

小

川

〉

①

青

木

進

（

小

川

）

①

舘

宰

嗣

問
む
す
び

一

ハ
泊
）
ム
一
般
男
子
①
松
下
重
宣
（
南

至
極
当
然
の
こ
と
を
一
大
発
見
で
も
し
た
一

保
）
①
岩
井
副
知
（
南
保
〉
①
谷
武
彦
（

か
の
よ
う
に
書
き
た
て
ま
し
た
が
以
上
を一

南
保
〉
ぬ
折
谷
隆
夫
（
笹
川
）
①
長
崎

総
合
し
て
昆
ま
す
と
道
路
交
通
の
今
後
の
一
邦
夫
〈
南
保
）
＠
小
坂
豊
治
（
南
保）

問
題
点
は
道
路
の
整
備
、
計
画
の
合
理
性
一

創
意
工
夫
に
み
ち
た
管
理
と
之
を
利
用
一

す
る
各
自
の
自
由
性
に
あ
る
特
に
土
地
の
一

商
品
化
に
依
っ
て
不
当
の
利
得
を
目
的
と
一

す
る
極
め
て
公
共
に
と
．
ほ
し
い
私
的
道
路
一

の
公
共
化
に
問
題
が
あ
り
之
等
徳
性
の
欠

一

如
か
ら
道
路
と
し
て
の
基
本
原
則
が
ゆ
が
一

め
ら
れ
な
い
よ
う
町
民
各
位
の
自
覚
と
協
一

力
に
依
っ
て
町
当
局
の
計
画
に
卒
先
推
進
一

下
さ
れ
ん
こ
と
を
待
ち
望
ん
で
や
ま
な
レ

一

も
の
で
あ
り
ま
す
c

（
一
九
六
二
、
二
、
－

ニ
一一」

朝
日
町
民

会

期

日

一

F
J

会

場

三
峯
ス
F

：
お

上
級
合
格
者

小
杉
正
治
〈
山
崎
）
初
回
隆
（
山
崎
〉

更
回
繁
雄
戸
南
保
）

中
級
合
格
者

谷
口
紀
昭
（
南
保
〉
更
回
郁
出
力
（
南
保

）
谷
靖
夫
（
南
保
）
長
井
宏
悦
〈
笹
川

〉
青
木
茂
（
大
家
庄
」

柳
沢
仁
志
（
南

保
）
水
下
譲
二

（
泊
中
〉
池
田
均
（
小

川
中
〉
山
口
一
発
悦
（
魚
西
中
）
山
本
克

己
（
小
川
中）

魚
住
常
雄
（
泊
中
）
般

村
吉
弘
（
小
川
中
）
佃
孝
士
ロ
戸
泊
中
）

湯
上
谷
厚
ハ
泊
中
）
舘
幸
嗣
（
泊
中）

初
級
合
格
者

青
木
進
（
小
川
中
）
湯
上
谷
保
之
（
泊

中
）
野
田
哲
裕
〔
泊
中
〕
藤
条
好
夫
（

泊
中）

川
端
啓
二
〈
南
保
小
〉
近
藤
昇

（
五
ケ
庄
小
）
山
本
謙
一
〈
五
箇
庄
小

・
〉
佃
吉
一
（
南
保
小
）

電
話
加
入
申
込
の

月
賦
制
度
に
つ
い
て

単
独
電
話
の
場
合
、
加
入
権
と
債
権
を

担
保
と
し
て
電
話
の
架
設
が
で
き
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
電
報
電
話
局
か
銀
行
の

窓
口
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

朝
日
電
報
電
話
局
長

一月
十
一
日
〈
1
d

十

ヤ

E

且



役
場
事
務
改
善
が
行
わ
れ
ま
し
た

ピ
ジ
ブ
ル
レ
コ
ー
ダ
に
よ
り
窓
口
を
一
本
化

昭和37年 5月 10目
月刊（毎月10日発行）

行
政
事
務
の
改
善
或
い
は
能
率
化
と
い

う
事
は
、
他
市
町
村
に
お
い
て
も
関
心
事

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

我
町
も
ど
の
よ
う
に
発
展
な
ら
び
に
推
進

し
て
行
く
か
と
い
う
事
は
、
当
面
の
重
要

な
る
問
題
と
し
て
‘
全
町
民
の
関
心
の
的

で
あ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

勿
論
、
行
政
事
務
が
次
々
と
増
加
し
、
役

場
事
務
も
複
雑
多
岐
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

課
係
の
取
り
扱
う
事
務
量
も
膨
大
な
た
め

た
だ
職
員
を
増
や
す
だ
け
で
な
く
、
な

ん
と
か
事
務
を
処
理
す
る
過
程
で
迅
速
確

実
に
処
理
で
き
る
方
法
を
考
え
ね
ば
な
ら

な
く
、
こ
の
た
び
行
政
事
務
の
改
善
計
画

に
つ
い
て
、
細
部
に
亘
り
再
検
討
し
、
町

と
し
て
の
機
能
を
充
分
に
発
揮
し
、
住
民

の
福
祉
増
進
を
図
る
べ
く
計
画
の
一

端
と

し
て
、
窓
口
の
改
造
と
併
せ
て
機
械
器
具

の
導
入
に
よ
り、

事
務
能
率
化
を
図
り
経

前
的
に
行
政
事
務
の
処
迎
を
図
る
必
要
性

を
痛
感
し
、
そ
の
事
務
を
迅
速
円
滑
に

処
理
し
、
住
民
へ
の
サ
ー
ビ

ス
に
努
め
る

こ
と
に
機
構
た
改
革
致
し
ま
し
た
。

一

こ
の
よ
う
に
し
て
二
月
五
日
を
期
し
て、

一

第
一
次
改
藷
を
実
施
し、

窓
仁
享
a

務
の

二

本
化
に
よ
る
新
し
い
事
務
機
構
と
し
て
発
一

足
致
し
ま
し
た
が
、
役
場
と
し
て
は
、
こ
－

の
機
構
は
、
新
し
い
方
法
で
あ
り
ま
す
た

め
に
関
係
職
員
が
事
務
に
慣
れ
る
ま
で
、

或
は
御
迷
惑
を
お
か
け
す
る
よ
う
な
事
も

あ
る
か
と
存
じ
ま
す
が
よ
ろ
し
く
御
寛
容

お
願
い
致
し
ま
す
。

尚
、
行
政
事
務
改
善
に
つ
い
て
は
、
今
後

第
二
次
、
第
三
次
等
に
よ
り
、
よ
り
よ
き

住
民
サ
1
ピ
ス
と
迅
速
的
確
な
る
事
務
処

理
を
致
し
、
新
町
に
ふ
さ
わ
し
い
役
場
と

い
た
し
た
い
所
存
で
あ
内
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
御
指
部
と
御
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

窓
口
係
〔
受
付
〕

ひさあ（~~話会~~i~）第 79 号(3) 

今
ま
で
の
戸
籍
、
住
民
登
録
、
国
民
健
牒

保
険
、
国
民
年
金
、
配
給
、
印
鑑
等
の
台

帳
を
一
ケ
所
に
集
め
、
ピ
ジ
ブ

ル
レ
コ
ー

ダ
ー
に
よ
り
集
中
管
理
し
、
窓
口
－
V
ニ
つ

に
し
た
わ
け
で
す
。

先
づ
、
皆
さ
ん
が
役
場
の
窓
口
へ

こ
ら
れ

ま
す
と
受
付
係
が
、
皆
さ
ん
の
用
件
を
承

り
受
付
を
し
て
‘
用
件
に
応
じ
て
全
べ
て

を
取
り
つ
ぎ
致
し
ま
す
。

尚
、
皆
さ
ん
か
ら
役
場
へ
山
さ
れ
る
密
類

同

理管中
、
集の曹長

品
店
咽
・
A
口

、
都
一

る

一
レ
」
酔

↓…
安
一コ
コ
レ
一一－
EHV

一品
プ
：
d
y
 

z
ピ

』

か

或
は
、
要
求
さ
れ
る
諸
証
明
書
類
等
は
、

す
べ
て
こ
の
窓
口
で
処
理
し
ま
す
。

住
民
の
相
談
室
に
つ
い
て

従
来
、
陳
情
や
苦
情
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
担

当
の
謀
、
或
は
係
へ
直
接
お
話
し
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、

会
後
こ
の
よ
う
な
事
は
、

す
べ
て
相
談
室
を
利
用
す
る
こ
と
に
致
し

ま
し
た
。

尚
、
そ
の
他
個
人
的
な
相
談
事
等
も
、

切
相
談
室
で
応
ず
る
と
こ
ろ
と
し
て
設
け

ま
し
た。

又
、
必
要
に
応
じ
て
、
係
で
解
決
出
来
な

い
事
に
つ
い
て
ば
、
関
係
課
長
、

係
長
等

が
相
談
室
へ
出
て
適
切
な
相
談
に
応
ず
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

必
喪
な

場
合
に
は
せ
い
ぜ
い
御
利
用
さ
れ
る
よ
う

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
0

．

住
民
移
動
届
等
に
つ
い
て

皆
さ
ん
の
世
帯
で
出
生
、
死
亡
、
転
出
、

転
入
、
転
居
等
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
従

来
配
給
、
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
、

戸
籍
等
が
別
々
に
届
出
が
な
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
今
後
は
、
窓
口
係
で
全
一部
済
ま

す
こ
と
に
な
り
交
す
の
で
、

手
続
の
際
に

は
、
必
ず
次
の
も
の
は
忘
れ
な
い
で
ご
持

参
下
さ
い
0
・

一、

印
鑑
。

二
、
主
食
購
入
通
帳
。

d支

I事

鬼

Eじに担
割出冊目

日円 ffi[)

減点在日

一二、

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証。

四
、
転
出
証
明
。
〔
転
入
の
場
合
に
限

る
〕

・五
、
母
子
手
帳
。
〔
出
生
の
場
合
に
限

る〕

そ

の

他

窓
口
係
で
は
、
年
寄
や
、
字
の
書
け
な
い

方
に
は
代
筆
を
し
て
差
し
上
げ
る
事
に
な

っ
て
お
り
ま
す
．
か
、
法
令
に
よ
り
代
筆
を

禁
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
、
又
は
、

法
律
行

為
で
無
効
に
な
る
よ
う
な
も
の
は
、

代
筆

を
請
求
さ
れ
て
も
残
念
乍
ら
、
代
筆
は
出

来
ま
せ
ん
か
ら
御
了
承
下
さ
い
。

例
え
ば
、
印
鑑
証
明
の
委
任
状
の
代
筆

を
強
要
さ
れ
た
り
、
そ
の
他
届
出
番
の
署

名
ま
で
依
頼
さ
れ
る
方
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
都
度
説
明
し
て
、
お
断
り
し
て
お
り

ま
す
が
、
今
後
は
あ
ら
か
じ
め
ど
用
意
下

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

回仁コ

循
亡日ヨ

百ρ
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入
善
警
察
署
か
ら

最
近
免
許
証
を
紛
失
し
た
り
、
更
新
手

続
き
を
し
な
か
っ
た
た
め
有
効
期
限
が
過

ぎ
て
い
る
も
の
が
多
い
が
、
次
の
も
の
は

、
す
み
や
か
に
、
警
察
署
に
返
え
し
て
下

E

－
、。

4
c
t
v
 

も
し
、

返
え
さ
な
い
場
合
は
一

万
円
以

下
の
罰
金
で
す
。

て
免
許
が
取
消
さ
れ
た
と
き
。

二
、
免
許
の
期
限
が
き
れ
た
と
き
。

一
二
、
免
許
証
の
再
交
付
を
受
け
た
後
に

お
い
て
紛
失
し
た
免
併
証
を
発
見
し

文
は
回
復
し
た
と
き
〔
閣
の
免
許
証

〕
な
お
、
免
許
証
会
受
け
た
者
が
、

死
亡
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
家
族
、

同
居
の
親
放
の
方
が
、
す
み
や
か
に

返
え
さ
れ
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す

注

①

免
許
証
は
、
二
通
持
つ
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

①
返
納
手
続
き
の
と
き
、
印
鑑
が
い

り
ま
す
。

団
長
に
寺
崎
和
雄
君

朝
日
町
連
青
新
役
員
決
る

団

長

寺

崎

和
雄
（
泊
）

副
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高
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信

（
大
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〉

η
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庄
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（
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保
〉

η

名
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芳
枝
（
山
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η

水
鳥
久
美
子
（
境
）

事
務
局
長
折
谷

・

要
（
佐
川
〉

校
下
団
長

噴

水

島

纏

笹

川

折

谷

要

南

保

谷

進

山

崎

水

野

正

史

大

家

圧

水

井

和

雄

泊

中

陣

将

夫

昭
和
三
十
七
年
度
活
動
方
針

て

組

織
を
強
化
し
よ
う

二、

活
動
家
を
育
成
し
よ
う

三
、
女
子
活
動
を
強
化
し
よ
う

四
、
地
方
政
治
を
学
習
し
よ
う
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